
訴 状
交通事故に基づく損害賠償請求（物損）

秋田簡易裁判所 御中
□ 少額訴訟による審理及び裁判を希望

（本年 回目） 平成 年 月 日

〒 －

住 所

原

,氏 名

電 話 番 号 － － （携帯等 － － ）

告 □ 上記住所
□ 勤 務 先（ ）

送 達 場 所 □ そ の 他（ ）

□ 受取人（ 原告との関係 ）

〒 －

被 住 所

告

Ａ
氏 名

〒 －

被 住 所

告

Ｂ
氏 名

資格証明書（謄本１通） （受付印）

商業登記簿（当事者が法人の場合）添 □
戸籍（当事者が未成年の場合）□

付 証拠書類（コピー２通ずつ）

原告車の自動車検査証□
交通事故証明書書 □
□ 訴訟物の価額 円事故現場・損害部分の写真
原告車の□見積書□請求書□領収書□

類 □ 収 入 印 紙 円 係 印レッドブック
上申書（所有者が異なる場合）□
□ 郵 便 切 手 円



請 求 の 趣 旨

１ 被告（□ら）は，原告に対し（□連帯して），次の金員を支払え。

a 金 円 （＝ －o）l

□ 上記金員に対する平成 年 月 日（事故日）から支払済みまで
年５パーセントの割合による遅延損害金 ｂ

２ 訴訟費用は被告（□ら）の負担とする。

との判決及び仮執行の宣言を求める。

請 求 の 原 因 （ 紛 争 の 要 点 ）

ｃ 発 生 日 時 平成 年 月 日午前・後 時 分ころ
事
ｄ 発 生 場 所

故
ｅ 事 故 状 況 別紙「事故状況説明図」記載のとおり

内
ｆ 車両の所有者 原告側 □ 原告本人 □

容
原告側 □ 原告本人 □

等 ｇ 車両の運転者
被告側 □ 被告Ａ □

ｈ 修 理 費 円（修理 □ 済 □未／支払 □済 □ 未

損 ｉ 代 車 料 円（ 円 × 日分）

円（内容： )

ｊ そ の 他 円（内容： )

円（内容： )

害 ｋ 時価額（全損） 円

ｌ 合 計 円 ＝ｈ＋ｉ＋ｊ（又はｊ＋ｋ）

控 ｍ 既に払われた額 円
除
す ｎ そ の 他 円（内容： )
る
額 ｏ 合 計 円 ＝ｍ＋ｎ

ｐ（その他）
□ 被告車両運転者は被告Ｂの従業者であり，事故はその業務執行中に発生した。
□

ｑ（争点）
□ 事故態様 □ 損害額 □ 過失割合（被告の主張－原告 ％ ：被告 ％）
□ その他（ ）

【交通事故に基づく損害賠償（物損）】



（別紙）

事 故 状 況 説 明 図（ 原 告 ）

１ 事故現場の概略図（車両の位置関係）

原告車 ～ Ｘ （ 進行経路・・・１ → ２ → ３ ）

被告車 ～ Ｙ （ 進行経路・・・ア → イ → ウ ）

※ 「衝突（接触）時」の両車の位置関係（衝突箇所）が，明確になるように記載する。

※ 必要に応じて，交通標識・他の車の状況・道路幅・距離等を書き加える。



【交通事故に基づく損害賠償（物損）】

２ 車種等

原告車 □ 普通乗用自動車 □ 普通貨物自動車 □ 自動二輪車
□ その他（ ）

被告車 □ 普通乗用自動車 □ 普通貨物自動車 □ 自動二輪車
□ その他（ ）

３ 被告側の過失

□ 前（後）方不注視 □ 一時停止違反 □ 制限速度違反 □ 信号無視
□ 車間距離不保持 □ 直進妨害 □ センターラインオーバー
□ その他（ ）

４ 事故時の状況（補足説明）


